
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ライブラリーニュース 202３年 秋冬号 

発行：2023 年 8 月 25 日 「結い文庫」は不定期刊行です 

 

 広島市男女共同参画推進センター ４階 

ゆいぽーと図書資料室 

〒730-0051 広島市中区大手町５丁目６番９号 

TEL：082-248-3320 FAX：082-248-4476 

E-ｍail：info-y@yui-port.city.hiroshima.jp 

URL：https://www.yui-port.city.hiroshima.jp/ 

利用時間：9:00～20:30（貸出利用登録をされる

方は 20:00 までに２階受付へお越しください。） 

ゆいぽーと開館時間：9:00～21:00 

休館日：月曜日、祝日法に規定する休日、 

年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

分類番号をもとに本をお探しいただけます 

男女共同参画に関する本を紹介します 
 

ゆいぽーと図書資料室企画展示 展示期間：11 月 1 日（水）～12 月 2４日（日） 

「これからの働き方」 
多様な働き方についての本を展示します。 

ぜひご利用ください！ 

結い文庫 
ゆ い ぶ ん こ 

ヘルシンキ 生活の練習 

朴沙羅 著  筑摩書房 

2021 年 11 月刊（分類番号 293） 

こどもジェンダー 

シオリーヌ（大貫詩織） 著, 松岡宗嗣 監修 

村田エリー 絵        ワニブックス 

2021 年 5 月刊（分類番号 367.6） 

著者が、フィンランドでの暮らしの中で子育てや仕事

などに奮闘する様子が描かれています。様々な場

面でのフィンランドの人々の考え方に触れることで、

私たちのこれからの暮らしのあり方についても考えさ

せられます。 

ジェンダーやセクシュアリティに関する様々な質問や

それに対する答えが、語りかけるような文章で書か

れています。大人にとっても、こどもたちにどう寄り添

っていくかなどを考えていく助けになる本です。 

ゆいぽーと 

ホームぺージ 

丸刈りにされた女たち 「ドイツ兵の恋人」の戦後を辿る旅 

藤森晶子 著  岩波書店 

2016 年 8 月刊（分類番号 099.5） 

第二次大戦中のドイツ兵との関係を問われ「丸刈りにされた女たち」。彼女たちのその後の人

生とは。戦争は、人々の生き方にどのような影響を及ぼしたのでしょうか。著者は、彼女たち

の証言を求めフランスに渡りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆいぽーと図書資料室 利用案内 

●閲覧● どなたでもご自由にご利用いただけます。 

●貸出● 広島市内および近隣の市町村にお住まいの

方、市内に通勤・通学している方は、ご登録いただく

と資料を３冊・２週間借りることができます。 

●貸出利用登録● ２階受付にて貸出利用カードを発

行いたします。現住所が確認できるもの（健康保険証・

免許証・各種証明書など）をご提示の上、お申し込み

ください。 

＜男女共同参画フォーラム＞ 
 

2023年 10月 13日（金） 

13：30～15：30 
 

男女が共に輝く AI時代への案内 
～社会人も親子も学べる未来のアタリマエ～ 

 

講師：松田雄馬さん 
 

工学博士／大和大学 情報学部 特任教授 AI
＆メタバース Lab.所長／一橋大学大学院 ビ
ジネススクール講師／株式会社オンギガンツ
代表取締役 

当図書資料室は、男女共同参画に関する本をたくさん揃えています。 

世界経済フォーラムが 2023 年６月に公表した「Global Gender Gap Report 2023」によると、日本の

ジェンダーギャップ指数の順位は昨年度の 116 位より 9 位後退し、146 カ国中 125 位でした。日本

は、世界の国々に大きく遅れをとっています。 

ゆいぽーと図書資料室で、男女共同参画社会について考えてみませんか。 

私にぴったりの世界 

ナタリー・スコヴロネク 著,宮林寛 訳  みすず書房 

2022年 3月刊（分類番号 953） 

 

コロナ禍、貧困の記録 2020 年、この国の底が抜けた 

雨宮処凛 著  かもがわ出版 

2021年 4月刊（分類番号 368） 

 

ポーランドからベルギーに移住してから四代目になる

一家の一員である主人公の物語。ヨーロッパの歴史に

も触れることができます。主人公のみつけた「ぴったり

の世界」とは。服飾業界での働き方などについても考

えさせられます。 

コロナ禍の 2020年の世相、それに対する著者の思い

や支援の日々が描かれています。生活が困窮した場

合どうすればいいのか、必要としている人に必要な支

援をするにはどうしたらよいかなどについて考えさせら

れます。 

当事者は噓をつく 

小松原織香 著  筑摩書房 

2022 年 1月刊（分類番号 368） 

心を病んだらいけないの？ うつ病社会の処方箋 

斎藤環・與那覇潤 著  新潮社 

2020年 5月刊（分類番号 493） 

 

精神科医と歴史学者の２人の著者が、社会の様々な

ことについて語った対談の内容が書かれています。現

代社会を生きていくにはどうしたらいいのか。多様な視

点からの道筋が示されています。 

第 19回小林秀雄賞受賞。 

哲学研究者である著者。被害者と加害者の対話によ

る修復的司法の研究のことや、「当事者」の立場で研

究すること、「当事者」が語ることは本当なのか嘘なの

かなどについて、著者の深い思考の過程が書かれて

います。 

参加者募集 参加費無料 


